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日
本
の
人
口
構
造
の
変
化
を
中
長
期
的

に
見
る
と
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行

し
、
日
本
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想
さ
れ
る

（
図
表
１
）。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
若
年
層
の
採
用
難
や
従

業
員
の
高
齢
化
等
と
い
っ
た
雇
用
問
題
は

一
層
深
刻
化
し
、
事
業
や
技
能
の
継
承
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。　

多
様
な
人
材
の
活
用
と

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
加
え
て
、
就
業

意
識
の
多
様
化
や
労
働
力
の
多
様
化
も

進
ん
で
お
り
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
女

性
や
高
齢
者
、
非
正
社
員
の
活
用
が
進
展

し
て
い
る
。

　

中
小
企
業
が
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
な
人
材
を
確

保
し
、
そ
の
人
材
を
効
果
的
に
活
用
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

①
潜
在
的
な
能
力
を
有
す
る
女
性
や
高

齢
者
等
、
多
様
な
人
材
の
力
を
結
集
し
、

②
働
き
手
の
属
性
や
就
業
形
態
で
評
価
、

育
成
、
昇
進
、
処
遇
を
差
別
し
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
焦
点
を
当
て

た
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）」へ
の
取
組
み
が
従
業
員
の
定
着
率

や
生
産
性
の
向
上
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る（
図
表
２
）。

少
子
高
齢
化
時
代
の
成
長
戦
略

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
お
け
る

主
な
成
長
戦
略
の
方
向
性
と
し
て
は
、

例
え
ば
、
①
人
口
の
年
齢
構
成
の
変
化

に
着
目
し
て
高
齢
者
需
要
の
取
り
込
み

を
図
る
こ
と
、
②
１
人
当
た
り
の
需
要

が
増
加
す
る
高
付
加
価
値
化
を
目
指
す

こ
と
、
③
拡
大
す
る
国
外
の
需
要
を
取

り
込
む
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、更
な
る
成
長
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少

は
、
今
後
の
中
小
企
業
経
営
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

埼
玉
県
に
あ
る
三
州
製
菓
株
式
会
社

は
、「
す
べ
て
の
も
の
を
真
に
活
か
す
」

を
企
業
理
念
に
掲
げ
る
。

　

そ
こ
に
は
、“
も
の
本
来
の
働
き
”を
引

き
出
し
て
最
善
に
活
か
す
こ
と
だ
け
で
な

く
、
一
人
ひ
と
り
の
社
員
が
、
お
互
い
の

時
間
を
尊
重
し
な
が
ら
活
き
活
き
と
働
け

る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、「
す
べ
て

の
人
を
真
に
活
か
す
」
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
全
従
業
員
に
浸
透
さ
せ
、文
字
通

り
、多
様
な
人
材
を
活
か
し
業
績
を
上
げ
て

い
る
同
社
斉さ
い
の
ひ
ら

之
平
社
長
に
お
話
を
伺
っ
た
。

ニ
ッ
チ
市
場
を
狙
う
戦
略
へ
転
換

　

自
社
ブ
ラ
ン
ド
販
売
が
主
流
の
米
菓
業

界
に
あ
っ
て
、三
州
製
菓
は
、O
E
M
販
売

（
相
手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
供
給
）
が
主

体
と
い
う
異
色
の
戦
略
を
と
る
。

　

22
年
前
、
同
社
の
経
営
を
父
か
ら
引
き

継
い
だ
斉
之
平
社
長
は
、「
１
位
か
２
位

に
な
れ
る
市
場
だ
け
を
狙
え
」
と
い
う
ド

ラ
ッ
カ
ー
の
経
営
戦
略
に
学
び
、
大
企
業

と
の
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
に
く
い

「
ニ
ッ
チ
市
場
」
を
狙
う
戦
略
へ
と
大
転

換
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
同
社
は
現
在
、

高
級
米
菓
市
場
で
県
内
一
を
誇
る
。
事
業

成
長
の
原
動
力
と
な
っ
て
き
た
の
は
、「
す

べ
て
の
人
を
真
に
活
か
す
」経
営
で
あ
る
。

　

斉
之
平
社
長
は
、大
学
卒
業
後
５
年
間
、

松
下
電
器
産
業
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
に

勤
務
し
、
松
下
幸
之
助
氏
本
人
と
も
交
流

す
る
中
で
、「
衆
知
を
集
め
た
全
員
経
営
」

を
体
得
し
た
。

　

そ
の
後
、
父
の
下
で
家
業
を
補
佐
し
、

40
歳
の
と
き
２
代
目
社
長
に
就
任
し
た
。

「
松
下
で
学
ん
だ
経
営
術
を
実
践
に
移
す
喜

び
に
心
が
躍
っ
た
。
同
時
に
、
創
業
者
の

志
も
受
け
継
い
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
こ
で
、『
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と
』
と

『
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
』
を
明
確

に
し
た
う
え
で
、
前
者
を
企
業
理
念
と
し

て
明
文
化
し
、
全
従
業
員
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
」（
斉
之
平
社
長
）。

　

一
方
で
、
後
者
の
『
変
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
』
の
う
ち
一
番
大
き
な
も
の
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ま
る
中
で
の
新
た
な
展
開
━

「
す
べ
て
の
人
を
真
に
活
か
す
」を
経
営
理
念
に
掲
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菓
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本
年
度
の
特
集
は
、「
中
小
企
業
白
書
２
０
１
０
年
版
」
の
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
中
小
企
業
が
様
々
な
国
内
制
約
を
乗

り
越
え
て
、
更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。

　
「
密
度
が
低
下
す
る
中
小
製
造
業
集
積
の
維
持
・
発
展
」、「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
へ
の
対
応
」
に
続
き
、
最
終
回

の
第
３
回
は
「
少
子
高
齢
化
時
代
の
新
事
業
展
開
」
を
採
り
上
げ
、
人
口
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
の
中
小
企
業

の
成
長
戦
略
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

「中小企業白書 2010年版」より

特　　 集
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埼玉県の豊野工業団地内にある本社工場

図表2 ワーク・ライフ・バランスへの取組が定着率や生産性に及ぼす影響
ワーク・ライフ・バランスへの取組が高い中小企業では、雇用形態にかかわらず、
従業員の定着率や生産性が向上したことがうかがえる

図表1 日本の人口構造の推移と見通し
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図表1資料：実績値（1920～2009年）は総務省「国勢調査」、「人口推計（各年10月1日現在推計人口）」、「昭和20年人口調査」、推計値（2010～2055年）は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」の中位推計による。　
図表2資料：中小企業庁委託「中小企業における多様な人材確保と活用に関するアンケート調査」（2009年12月、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング（株））、中小企業庁委託「中小企業における「働き方」に関するアンケート調査」（2009年12月、三菱ＵＦＪリサーチ＆コン
サルティング（株））　（図表2注）：1.自社の「仕事と生活の調和」を図るための取組について、経営者と従業員の双方ともに6以上（0～10の11段階評価）の評価であった中小企業を「取組が高い中小企業」、双方ともに4以下の評価であった中小企業を「取組が低い中小企
業」とした。　2.従業員に実施した能力開発や育成の効果について、経営者が効果があったと回答した割合を「取組が高い中小企業」と「取組が低い中小企業」で差が大きいものから順に集計した。　3.複数回答であるため、合計は必ずしも100にならない。
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少
子
高
齢
化
時
代
の
新
事
業
展
開

「時代の変化に合わせて自ら変わっていかないと、

“茹で蛙”になってしまう」と笑う斉之平社長
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は
販
売
方
法
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
問
屋

経
由
か
ら
、
O
E
M
販
売
や
店
舗
で
の
直

接
販
売
へ
。
そ
れ
に
伴
い
、
生
産
体
制
も

大
量
生
産
型
か
ら
多
品
種
少
量
生
産
型
へ

と
変
え
た
。当
然
、社
内
の
抵
抗
は
大
き
く
、

社
員
を
説
得
し
、
落
ち
着
く
ま
で
に
実
に

10
年
の
歳
月
を
要
し
た
と
い
う
。

す
べ
て
の
人
が
満
足
す
る

環
境
を
つ
く
る

　

昨
年
11
月
、同
社
は
、埼
玉
県
か
ら
子
育

て
支
援
で
優
れ
た
成
果
を
上
げ
る
企
業
に

贈
ら
れ
る「
あ
っ
た
か
子
育
て
企
業
賞
」を

受
賞
し
た
。

　

同
社
の
従
業
員
の
４
人
に
３
人
は
近
隣

に
住
む
女
性
を
中
心
と
し
た
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
だ
。
主
戦
力
で
あ
る
彼
女
た
ち
の
能

力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

働
く
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

取
得
率
100
％
と
い
う
産
休
及
び
育
児
休

暇
を
は
じ
め
、
休
職
後
の
職
場
復
帰
制
度

や
、
半
日
休
暇
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、

短
時
間
勤
務
、
そ
し
て
介
護
休
暇
ま
で
利

用
で
き
る
制
度
は
正
社
員
の
場
合
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
福
利
厚
生
に
つ
い
て

も
ほ
ぼ
同
様
だ
。

　
「
正
規
・
非
正
規
、
男
女
の
区
別
な
く
、

す
べ
て
の
人
が
満
足
す
る
環
境
を
つ
く
り

た
い
」
と
斉
之
平
社
長
は
い
う
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
同
社
で
は
従
業
員
満
足
度

調
査
を
年
２
回
実
施
し
て
お
り
、
調
査
項

目
の
内
容
も
社
員
が
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
非
正
社
員
の
約
２
割
が
正
社
員
に
移

行
す
る
制
度
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
中

か
ら
管
理
職
に
な
る
者
も
出
て
き
た
。

高
齢
者
雇
用
の
き
っ
か
け
は

「
技
術
の
伝
承
」

　

同
社
の
定
年
は
60
歳
だ
が
、
定
年
後
は

65
歳
ま
で
嘱
託
社
員
と
し
て
再
雇
用
し
、

希
望
す
れ
ば
70
歳
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
働
け
る
。
30
年
も
前
か
ら
採
り
入
れ
て

い
る
高
齢
化
時
代
を
先
取
り
し
た
雇
用
制

度
だ
。「
短
時
間
だ
け
働
き
た
い
」「
隔
日
で

働
き
た
い
」な
ど
、
当
事
者
の
希
望
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

　

高
齢
者
雇
用
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

「
技
術
の
伝
承
」で
あ
っ
た
。
と
く
に
米
菓

の
命
と
も
い
え
る“
焼
き
”・“
揚
げ
”の
技
術

の
伝
承
に
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
存
在
は
欠
か

せ
な
か
っ
た
。

　
「
若
手
の
な
か
に
高
齢
者
が
混
じ
る
こ
と

で
、
若
手
は
自
然
に
技
術
を
習
得
し
て
い

け
ま
す
」と
斉
之
平
社
長
は
話
す
。

顧
客
に
い
ち
ば
ん
近
い
位
置
に

い
る
従
業
員
が
会
社
の
主
役

　

会
社
の
組
織
図
と
い
う
と
、
経
営
者
を

頂
点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
が
一
般
的
だ

が
、
同
社
の
そ
れ
は
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を

し
て
い
る
。「
会
社
の
主
役
は
現
場
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
生
産
・
販
売
に
携

わ
る
従
業
員
が
組
織
図
の
ト
ッ
プ
に
置
か

れ
て
い
る
の
だ
。

　

同
社
で
は
、
会
社
が
抱
え
る
課
題
と
そ

の
解
決
策
を
、「
１
人
１
研
究
」「
各
種
委
員

会
」
と
い
っ
た
従
業
員
の
自
主
活
動
を
活

用
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
解
決
し
て
き
た
。

　
「
１
人
１
研
究
」
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

を
含
む
全
従
業
員
が
１
年
間
に
何
か
１
つ

の
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
と
い
う
も
の
。
商
品
の
せ
ん
べ
い
の
ひ

び
割
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
「
せ
ん
べ

い
反
転
装
置
」
も
、
１
人
１
研
究
か
ら
生

ま
れ
た
成
果
だ
。
そ
の
主
目
的
は
、
従
業

員
の
発
想
力
を
養
う
こ
と
に
あ
る
た
め
、

テ
ー
マ
は
自
由
で
、
業
務
と
直
接
関
係
が

な
く
て
も
よ
い
。
最
近
で
は
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

法
を
研
究
し
た
社
員
が
金
賞
を
受
賞
し
た
。

　

ま
た
、
各
部
署
か
ら
集
ま
っ
た
委
員
会

は
、「
男
女
共
同
参
画
委
員
会
」「
ク
レ
ー
ム

ゼ
ロ
委
員
会
」
な
ど
課
題
別
に
組
織
さ
れ
、

会
社
か
ら
与
え
ら
れ
た
予
算
を
自
由
に
使
っ

て
様
々
な
課
題
を
解
決
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
担
当
業
務
以
外
の
２
つ
の
業

務
に
つ
い
て
も
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
よ
う

と
い
う
「
１
人
３
役
運
動
」
も
あ
る
。
従

業
員
主
導
で
始
ま
っ
た
活
動
の
一
つ
だ
が
、

個
人
の
能
力
開
発
に
役
立
つ
と
同
時
に
、

職
場
全
体
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

を
実
現
す
る
ベ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。

公
庫
に
よ
る
長
期
安
定
融
資
が

将
来
へ
の
投
資
を
後
押
し

　

同
社
に
は
現
在
、本
社
近
く
に
新
工
場
を

建
設
す
る
予
定
が
あ
る
。
２
～
３
年
後
の

稼
働
を
予
定
し
て
お
り
、
埼
玉
県
産
の
ブ

ラ
ン
ド
米「
彩
の
か
が
や
き
」を
使
っ
た
米

菓
の
生
産
に
乗
り
出
す
計
画
だ
。
地
産
地

消
へ
の
貢
献
に
加
え
、
原
料
や
生
産
者
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
で
消

費
者
の
安
全
・
安
心
ニ
ー
ズ
に
訴
え
、
売

上
の
拡
大
を
狙
っ
て
い
る
。

　

新
工
場
の
総
事
業
費
は
約
５
億
円
。「
建

設
計
画
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
父

の
代
か
ら
お
付
き
合
い
の
あ
る
公
庫
さ
ん

に
相
談
し
ま
し
た
」（
斉
之
平
社
長
）

　

今
回
の
計
画
は
、
昨
年
、『
中
小
企
業
地

域
資
源
活
用
促
進
法
』
に
基
づ
く
認
定
を

受
け
た
。
公
庫
か
ら
は
こ
の
認
定
に
基
づ

い
て
、
15
年
と
い
う
長
期
固
定
金
利
に
よ

る
融
資
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
15
年
間
と
い
う
長
期
安
定
資
金
は
、
も

う
自
己
資
本
と
同
じ
感
覚
で
す
。
民
間
の

銀
行
さ
ん
か
ら
の
融
資
だ
け
で
は
、
中
小

企
業
は
景
気
変
動
の
影
響
を
受
け
や
す
く

不
安
定
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
や
す
い
。

経
営
の
安
定
化
と
い
う
意
味
で
も
、
非
常

に
頼
り
に
な
る
心
強
い
融
資
で
す
。」と
斉

之
平
社
長
は
語
る
。

雇
用
拡
大
を
通
し
て

地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献

　

同
社
で
は
、
新
工
場
開
設
に
向
け
た
人

材
の
採
用
・
育
成
に
も
着
手
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
新
卒
者
は
毎
年
１
人
し
か
採
用

し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
２
年
続
け
て
各

５
人
を
採
用
し
て
い
る
。
新
工
場
の
た
め
の

人
材
確
保
だ
け
で
な
く
、
雇
用
拡
大
を
通

し
て
地
域
に
貢
献
し
、
活
性
化
に
つ
な
げ

た
い
と
い
う
意
図
も
あ
る
。

　
「
今
は
無
理
を
し
て
で
も
人
を
採
用
す
る

こ
と
が
、
企
業
の
社
会
的
責
任
で
も
あ
る

と
思
う
ん
で
す
ね
。
日
本
は
も
と
も
と
教

育
水
準
の
高
い
国
で
す
。
し
か
し
定
職
に

つ
く
機
会
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
専
門

能
力
が
身
に
つ
か
ず
、
単
純
労
働
者
に
な

っ
て
し
ま
う
。
日
本
が
、
世
界
の
な
か
で
現

在
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
皆
が
社
員
に
な
っ
て
専
門
知
識
を

得
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

の
は
何
よ
り
も
“
教
育
”」
と
斉
之
平
社
長

は
力
説
す
る
。

　

三
州
製
菓
の
「
す
べ
て
の
人
を
真
に
活

か
す
」
と
い
う
考
え
方
は
、
少
子
高
齢
化

時
代
の
新
事
業
展
開
に
お
い
て
、
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

事例紹介 ー少子高齢化時代の人材活用に取り組む企業ー

会議では、正社員・非正社員の区別なく、活発な意見交換がなされる。

三州製菓に学ぶ
３つのポイント

1
「
す
べ
て
の
人
を
真
に
活
か
す
」を
経
営
理
念
に
掲
げ

全
従
業
員
に
浸
透
さ
せ
る

2

す
べ
て
の
人
が
働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

3

社
員
の
意
欲
を
高
め
る
仕
組
み
を
作
り

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
改
善
に
取
り
組
む

パート女性の「1人1研究」で出たアイデアを実現した「せんべい反転装置」。

トレーサビリティを含む商品管理は、バーコードで
一元管理されている。また、工場内の機器はあらゆ
る年齢層の従業員が扱いやすいよう配慮されている。

本社の階段には、企業理念等が社員の目にふれる

ような工夫がなされている。
埼玉県から授与された「あったか
子育て企業賞」奨励賞の楯。

毎年、パートを含む全従業員及び取引銀行等に配布され
る「会社手帳」。経営理念や数値目標のほか、一人ひと
りに対して、社長直筆のメッセージが書かれている。


